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凡    例 

１．文及び図表中の金額・比率は、原則として表示単位未満を四捨五入したものであり、

したがって、合計と内訳の計、差引等が一致しない場合がある。 

２．ポイントとは、百分率（％）間の単純差引数値である。 

３．各表中の符号の用法は、次のとおりである。 

「 － 」…… 該当数値のないもの、意味のないもの 

「 △ 」…… 比較により減少したもの 

「皆増」…… 前年度に数値がなく全額増加したもの 

「皆減」…… 当年度に数値がなく全額減少したもの  



 令和６年度あわら市各公営企業会計決算の審査意見 

    

 

第１ 審査の対象 

令和６年度あわら市水道事業会計決算 

令和６年度あわら市公共下水道事業会計決算 

 

 

第２ 審査の期日 

令和７年７月22日 

 

 

第３ 審査の方法 

審査に当たっては、各会計の決算報告書及びその付属書類が、関係法令に準拠

して作成され企業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているか、予算執行及

び 会計処理が適正であるかなどに主眼を置き、関係書類の照合確認を行うとと

もに、関係部局から決算についての説明を聴取するなどの方法により実施した。 

 

 

第４ 審査の結果 

審査に付された各会計の決算報告書及びその付属書類は、いずれも関係法令に 

準拠して作成され、その計数は関係書類と符合し経営成績及び財政状態を適正に 

表示しており、また、予算執行及び会計処理は総じて適正であると認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 1 - 



- 2 - 
 

１ 決算の概要 

（１） 経営成績 

２事業会計全体の営業損益は△５億 2,329 万８千円（前年度比 294 万６千円減）、  

経常損益は１億 3,322 万４千円（同比 997 万１千円減）で、当年度純損益（純利益）

は１億4,501万円（同比229万２千円増）となった。 

水道事業会計では営業損益と経常損益で前年比減となり、当年度純損益と当年度未

処分利益剰余金で前年比増となった。また公共下水道事業会計では営業損益と経常 

損益、当年度純損益で前年比増となり、当年度未処分利益剰余金で前年比減となった。 

なお、各事業会計における経営成績は、次のとおりである。 
（単位：千円）

令和５年度 令和６年度 令和５年度 令和６年度 令和５年度 令和６年度 令和５年度 令和６年度

水道事業 △ 110,114 △ 117,612 69,462 58,180 69,192 70,443 607,611 609,054

公 共 下 水

道 事 業
△ 410,237 △ 405,686 73,733 75,044 73,526 74,567 141,787 75,353

合　　計 △ 520,351 △ 523,298 143,195 133,224 142,718 145,010 749,398 684,407

事業名
営業損益 経常損益 当年度純損益

当　年　度
未処分利益剰余金

 

 

（２） 料金等収入の状況 

水道事業会計、公共下水道事業会計のいずれも減収となった。 

なお、各事業会計における料金等収入の状況は、次のとおりである。 

金　　額 率

水 道 事 業 給 水 収 益 507,059 500,669 △ 6,390 △ 1.3

公 共 下 水 道 事業 下水道使 用料 552,843 548,634 △ 4,209 △ 0.8

増　　減
区　　分 令和５年度 令和６年度

（単位：千円、％）

 

 

（３）財政状況 

２事業会計全体の資産合計は 214 億 4,646 万４千円（前年度比４億 6,224 万６千円

減）となった。また、負債合計は172億 3,600万６千円（同比７億3,907万４千円減）、

資本合計は42億 1,045万８千円（同比５億1,161万４千円増）となっている。 

  なお、各事業会計における財政状況は、次のとおりである。 

(単位：千円）

負　　　債 資　　　本 負債・資本合計 負　　　債 資　　　本 負債・資本合計

水 道 事業 3,402,117 2,007,651 1,394,466 3,402,117 3,427,012 1,956,555 1,470,457 3,427,012

公共下水道

事 業
18,506,593 15,967,429 2,304,378 18,271,807 18,019,452 15,279,451 2,740,001 18,019,452

合　　計 21,908,710 17,975,080 3,698,844 21,673,924 21,446,464 17,236,006 4,210,458 21,446,464

事業名 負債及び資本（総資本）
資　　産

令和５年度 令和６年度

資　　産
負債及び資本（総資本）
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（４）企業債の借入額と未償還残高の状況 

２事業会計全体の企業債借入額は５億 6,590 万円（前年度比 1 億 4,090 万円増）、  

企業債未償還残高の合計は91億 5,520万５千円（同比３億3,428万８千円減）となっ

ている。 

なお、各事業会計における企業債の借入額と未償還残高の状況は、次のとおりであ

る。 

金　　額 率 金　　額 率

水 道 事 業 190,600 135,600 △ 55,000 △ 28.9 1,320,454 1,299,959 △ 20,495 △ 1.6

公 共 下 水道

事 業
234,400 430,300 195,900 83.6 8,169,039 7,855,247 △ 313,792 △ 3.8

合　　計 425,000 565,900 140,900 33.2 9,489,493 9,155,206 △ 334,287 △ 3.5

企業債借入額

(単位：千円、％）

令和５年度
増　　減

令和６年度 令和５年度 令和６年度
増　　減

企業債未償還残高

事業名

 

 

（５）一般会計からの繰入状況 

事業会計の一般会計繰入金の合計額は５億 9,499 万５千円（前年度比 5,970 万４千

円、9.1％減）であり、その内訳は収益的収入に係る繰入金合計額が４億3,570万９千

円、資本的収入に係る繰入金合計額が１億5,928万６千円となっている。 

なお、この繰入金合計額が一般会計歳出決算額（184 億 1,004 万３千円）に占める  

割合は3.2％（前年度4.0％）となっている。 

繰入金合計を事業別にみると、公共下水道事業が４億 7,969 万５千円（前年度比

6,185万９千円減）と依然として多い金額である。 

なお、各事業会計における一般会計からの繰入状況は、次のとおりである。 

(単位：千円、％）

金　額 率

水 道 事 業 104,521 103,101 8,624 12,199 113,145 115,300 2,155 1.9

公共下水道

事 業
345,044 332,608 196,510 147,087 541,554 479,695 △ 61,859 △ 11.4

合　　計 449,565 435,709 205,134 159,286 654,699 594,995 △ 59,704 △ 9.1

事業名

収益的収入に係る繰入金

令和５年度

資本的収入に係る繰入金 繰　入　金　合　計

令和６年度 令和５年度 令和６年度令和６年度 令和５年度
増　　　減

 

 

各事業会計の決算に係る事業の概要、審査意見については、以下各会計別に記載の

とおりである。 












































